
はじめに  

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

●1枚の台紙（表裏）に、災害に関する情報をテーマごとにまとめてあります。

●必要な記事や地図を、抜き差ししながら利用することができます。

●日々刻々と変化する自然災害に対応するため、国や行政から提供される情 

　報（河津町の広報や新聞記事等）を、随時ファイリングすることで、オリ

　ジナルの防災ファイルを作りあげてみましょう。

　自然災害を完全に避けることは難しいかもしれません。しかし、災害
による被害を最小限に食い止めるため、「知識」と「準備」を日ごろか
ら備えておくため本ファイルを活用してください。

「河津町防災ガイドブック」の使い方

　地震や風水害などの自然災害は、私たち人間の力では食い止めることはできません

が、災害による被害は、日ごろの備えによって減らすことができます。町や県による防

災の取り組み（公助）はもちろんですが、自分のことは自らで守ること（自助）や地域

の人たちで助け合うこと（共助）こそ、災害による被害を少なくするためには不可欠です。

　いざというときに備えて、非常持出品の準備や家屋の耐震改修、家具の固定など、

まずは身のまわりの安全対策から始めましょう。また、大きな災害が発生した場合、

町や県の防災機関による活動には限界があります。こうした場合には、何よりも地域

の人たちの協力が必要です。みんなで協力して、災害時にすばやく行動できる体制を

つくりましょう。

防災対策は日ごろの備えから！
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●今後その他の情報（気象警報以外の町からのお知らせ）についても充実させ
　ていきます。
　町の災害や防災等の行政情報を迅速に受け取れるよう、携帯電話等へ電子メールで配信するサービス
を行っています。利用登録をしていただくことで、お手持ちの携帯電話等へ情報をお届けするシステムです。
　登録された方が町外に出ていても情報収集が可能となります。（町外在住者の登録も可能です。）
※登録は無料ですが、メール１通あたり１～2円のパケット通信料がかかります。

情報 No.１

登録までの流れ

※迷惑メール対策をしている場合はメールを受け取れない場合があります。
　「@raiden.ktaiwork.jp」からのメールを受信可能に設定してください。

利用登録の注意点

　ＱＲコードを読み取り、空メー
ル（件名・本文不要）を送信して
ください。

　数分以内に、登録用ＵＲＬが
記載されたメールが届きます。

　配信情報を選択して、「次へ」
を押します。
●配信情報：■防災情報
●グループ：●例 ) 浜『静岡県賀茂郡河津町防災  

情報メール』
メールサービスの仮登録が完
了しました。
まだ登録は完了していません
ので、以下のURLから一週間
以内に本登録を実施してくだ
さい。
https://・・・・・・・・・・・・・・・・

河津町防災情報メールへの
登録が完了致しました。

登録内容の変更・配信解除は
次のリンク先にアクセスしてく
ださい。
https://raiden.ktaiwork・・・

設定内容の確認
次の内容でよろしければ「登
録」を、再度編集する場合は
「戻る」を選択してください。
●メールアドレス
・・・・・・＠・・・・・・
●配信情報
防災・防犯情報

ユーザ情報登録
●メールアドレス 
・・・・・・＠・・・・・・
配信情報
■防災・防犯情報（必須）
■防災情報
■観光情報
●グループ（複数選択可）
●浜

　入力内容を確認し、「登録」を
押します。（複数選択可）

　登録完了です。
※数分以内に、登録完了のお知ら
　せメールが届きます。このメール
　には、登録内容変更・配信解除
　用のＵＲＬが記載されています。

防災・防犯情報等【登録済の方から順次配信】
●地震・津波情報　　　
●気象警報（大雨・洪水警報等を配信）
●避難に関する情報等
●その他の情報

bousai.kawazu-town@raiden.ktaiwork.jp 

次へ

登録 戻る

ここを選択して
決定ボタンを押す

お問い合わせはこちら！！
河津町役場 総務課 防災係　
電話：0558-34-1913
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情報 No.2

　見たいチャンネルに合わせてリモコンの d（データ、データ連動、連動
データなど）と書かれたボタンを押してご覧ください。

●データ放送を見るには

※機種によって設定方法が異なるので、詳しくは受信機の取扱説明書をご覧ください。
※設定できないときは、受信機の機種名・型番号をご確認のうえメーカーや購入した
　電器店などにお問い合わせください。

1 2 3
4 5 6
7 8 9
10 11 12

決定

＋

－

データ

雨量や河川水位を詳しく知りたいとき

　防災情報は、テレビやラジオ、インターネットなどいろいろな方法で受け取
ることができます。どこでどんな情報を入手できるのか、日ごろから使って慣れ
ておきましょう。

お手軽に防災情報などを入手したいとき
テレビのデータ放送では、天気やニュース、防災情報などを見ることができます。

　サイポスレーダーとは、静岡県が運営する地域密着型防災サイトです。ピンポイント天気予
報をはじめ、防災情報、雨量・水位情報などをリアルタイムで提供しています。

サイポスレーダー

●静岡県災害情報　SAIPOS RADAR
   http://sipos.pref.shizuoka.jp/(パソコン用)
●Y!ブログ静岡県の災害情報
   blogs.yahoo.co.jp/shizuoka_saigai

●NHKワールド（18言語）
   http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/ja/radio/

●自治体国際化協会CLAIR
多言語情報の提供
http://www.clair.or.jp/j/multiculture/
index.html

●静岡県多文化共生課Twittter
   @MtFujiShizuoka

外国人住民・観光客のための避難について

防災情報を
入手しましょう

やって
みよう！
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地震・津波などが起きたとき、安全に避難して（逃げて）、安心し
て避難生活を送るための情報を紹介しています。自分や家族を地
震・津波などから守るために準備してください。

準備できる多言語情報

●パソコン・スマホから http://sipos.pref.shizuoka.jp/
●携帯電話から http://sipos.shizuoka2.jp/m/

●静岡県Facebook（災害情報・イベント）
日本語 
英　語
ポルトガル語
タガログ語

ページ名「静岡県防災」
fd.com/infoshizuoka.eng
fd.com/infoshizuoka/por
fd.com/infoshizuoka/tag
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●多言語標準訳語集
   http://www.clair.or.jp/j/multiculture/
   tagengo/docs/culture02.pdf

た げん ご ひょうじゅんやく ご しゅう

●多言語情報作成マニュアル
   http://www.clair.or.jp/j/multiculture/
   tagengo/docs/culture01.pdf

た げん ご じょうほうさくせい

●多言語生活情報アプリ（14言語）
   App Store,Google Playからアプリをダウンロード

た げん ご せいかつじょうほう げん ご



　災害の危険が迫って住民の避難が必要になった場合、町は避難に関する情報
を発令します。町民の皆さんは各情報に応じた行動を取ってください。

情報 No.３

すでに災害が発生しているなど、危険な状況の中での避難行動は
できるだけ避け、安全の確保を第一に考えます。屋外での移動が
危険だと判断した場合は、自宅か近隣建物の高所へ移動し、救助
を待つことも検討してください。
避難勧告が発表されていなくても早め早めに行動しましょう

避難勧告
災害による被害が予想され、人的被害が発生する危
険性が高まった状況です。
●速やかに避難場所へ避難しましょう。
●外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近
　くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避
　難しましょう。

２

避難準備・高齢者等避難開始
避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想
される状況です。
●避難に時間を要する人（高齢の人、障がいのある人、乳幼
　児など）と支援する人は避難を開始しましょう。
●その他の人は、いつでも避難できる準備を整えましょう。

1

避難指示(緊急）
災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害
が発生する危険性が非常に高まった状況です。
●まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難しましょう。
●外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近
　くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避
　難しましょう。

3

避難に関する
情報とは？
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情報 No.４

　東日本大震災を受け、学校などでは、気象警報や土砂
災害警戒情報などが発表されたり、実際に災害が発生し
たときに備え、帰宅や家族への引き取りルールをつくって
います。引き取りルールは各施設によって異なるので、施
設に確認して家族全員がわかるようにしておきましょう。

ソーシャルメディアを使って安否確認をしましょう

音声・文字による連絡方法を知っておきましょう

家族との連絡方法を
確認しておきましょう
　災害時、最も心配になるのは家族の安否です。東日本大震災では通信回線
がつながりにくくなり、安否確認に手間取りました。複数の手段で連絡が取れ
るようにしておきましょう。

学校などでの家族の引き取りルールを確認しましょう

　東日本大震災では、電話がつながらない中、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
などのメディアが安否確認に役立ちました。 こうしたサービスを家族や友人とともに普段から使
い慣れておくことで、いざというとき複数の方法で連絡を取ることができます。

音声による連絡方法

※ガイダンスが流れるので、その指示に従って落ち着いて録音・再生をしてください。

●NTT西日本災害用伝言ダイヤル 1 17 を使う

伝 言

再 生 伝言を聞きたい相手の電話番号をダイヤルする
1 17 1 再生

1 録音

2

1 被災地の人の自宅や携帯電話などの電話番号をダイヤルする
9 終了XX-XXXX-XXXX

XX-XXXX-XXXX

携帯電話や公衆電話からもかけられます

地震など大きな災害の発生により、被災地へ電話がつながりにくくなったとき利用
できるようになる声の伝言板です。

　東日本大震災では、パソコン（インター
ネット）を使ったEメールは比較的届きやす
く、多くの人に活用されました。

　携帯電話のメールを利用するのも有効です。災害発生直後はつながり
にくくなり、相手に届くまでに時間がかかりますが、自分の状況を随時
送信しておくことで、災害用伝言板と同じ役割を果たします。

　災害時、公衆電話は優先的に回線が確保されます。
また、災害時には被災地の公衆電話は無料で使えます
（国際電話は使えません）。ただし、旧型の公衆電話（グ
リーンの本体とシルバーのボタン）の場合、10 円玉かテレホンカードを
入れないと電源が入りません。被災地以外で使用する場合も、テレホン
カードや10 円玉を持っていると便利です。

携帯電話のメールを利用 パソコンのEメールを利用

公衆電話を利用 携帯電話の「災害用伝言板」を利用
　ご自身の安否情報を文字で登録するこ
とができ、登録された安否情報は携帯電
話やパソコンから確認できます。詳細につ
いては、各携帯電話会社にお問い合わせく
ださい。

●家族への連絡体制はどうなっているのか
●施設の避難誘導体制はどうなっているのか
●家族への引き渡し方法はどうなっているのか
●すぐに引き取りに行けないときはどれくらい
　保護してもらえるのか

学校などで被災した場合



情報 No.５

「災害時の必需品」を検討する
　災害は突然発生します。仕事などで外出中に被
災して交通機関がストップした場合には、安全が確
保されるまで勤務先などにとどまる必要がありま
す。自宅で被災した場合もライフラインが止まって
しまえば日常生活に重大な支障を来します。大規
模災害で復旧が遅れることもありえます。「自分に
とって、わが家にとって」災害時に必要な物を整理
し、いざというときに備えましょう。

最低限備える

「非常持出品」を手近に備える
　非常持出品は、建物が倒壊する恐れがあるなど
災害の危険が迫って避難する際に自宅から緊急的
に持ち出す品々です。避難場所で 1～2 泊できるく
らいの水・食料・生活用品を準備しておきたいと
ころです。とっさの場合ですから、あれこれ物色し
ている余裕はありません。日ごろから非常持出袋
などにまとめ、すぐに持ち出せる場所に用意してお
きましょう。

2～3日分備える

数日間は「備蓄品」で乗り切る
　大規模災害発生時は、道路の損壊などによって
物の流れがストップします。被害の程度が大きくな
るほど復旧は遅れ、救援物資が届くのに時間がか
かります。従来、水や食料品などの備蓄品は 3 日
分程度を備えるよう推奨されてきましたが、これは
あくまでも最低限の目安です。東日本大震災の教
訓を踏まえると、できれば1週間分以上は備蓄して
おきましょう。また、備蓄食料のうち3日分はでき
るだけ調理不要なものを用意しておきましょう。

1週間分以上備える

非常持出品・備蓄品を
準備しよう
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非常持出袋に入れておくもの 備蓄品

情報 No.６

防災用品チェックリスト

　食べ慣れない、おいしくない食事だとストレスになります。非常時だからこそ、
普段から食べ慣れているものが気持ちを安定させ、困難を乗り切る力となります。

家庭で自活するためにも、水、食料とも
1週間分以上の備蓄をお願いします。

※コピーをとって年に1度はご家庭の
　備蓄品状況を確認してみましょう。

例）
水を入れる
ポリタンク（20ℓ）

5個

チェック数量 備品の理由やポイント備蓄品名
家族4人で1日に1
人3ℓ使うから７日
分で８４ℓ

カセットコンロ
ガスボンベ

アルミ箔

携帯電話充電器

生理用品

日用品

衣料
下着

補水用具

簡易トイレ

やかん
ストーブ

チェック備品量の目安品　名

簡易ウォーターバッグ、空
のペットボトルやポリタンク

多めに

各1セット

多めに

1基

3本程度

1台

1戸に1個
ビニール袋は多めに

やかん1個
ストーブ1台

防寒用品
雨具

タオル

トイレットペーパー
ウェットティッシュ

ロウソク
ライター（マッチ）

電話番号メモ

保険証
運転免許証
のコピー

筆記具
メモ帳

現金
預金口座番号
のコピー

チェック備品量の目安品　名

飲料水

食　物

嗜好品
お菓子など

ラップ類

食器類
缶切り
ナイフ

ラジオ
懐中電灯

乾電池

救急用品
常備薬

ヘルメット
帽子・靴

チェック備品量の目安品　名
使い捨てカイロ（1人最低
4枚）、毛布、エマージェン
シーブランケット
雨合羽など1人最低1枚

1セット

各1通

電話番号帳（記入済み）1冊

ロウソク3本程度
ライター（マッチ）
一つ

持出袋に一つずつ

なるべくたくさん

現金2万円程度
コピー1枚

食料は最低3日分。できれ
ば7日分以上用意すると
良いです。一部は持出袋
に入れておきましょう。

1人1日3ℓ、最低3日分、で
きれば7日分以上用意して
おきましょう。一部は持出
袋に入れておきましょう。

各1つ（1足）

機器にセットされたもの＋
各機器予備分

ラジオ・懐中電灯とも1台
以上

各1セット

食品用ラップ
フィルム
2本程度

適量

消毒液・包帯・絆創膏、
ガーゼ、お薬手帳のコピー
など

その他「わが家の備蓄品」を話し合ってみよう！

日頃から外出時などに持ち歩く減災

例）
ホイッスル 1個 小型の懐中電灯 1個

1本 常備薬ペットボトル 数日
分

数量数量 品名品名

1週間の目安（1人分）

ローリングストック法（回転備蓄）
　日ごろ使う食材や非常用の食料品を、消
費しながら備蓄していく方法。また、古い
ものから先に使うように収納を工夫すると
上手に循環できます。飲料水などは、家の
スペースを活用し、備蓄していきましょう。

1日3リットル×7日=21リットル 3食×7日=21食

飲料水 食料

カセットコンロ・カセットボンベ

●これらの食材で1週間分の献立ができるか考えてみましょう。
●缶詰、乾物などの食材は、定期的に消費する習慣をつけましょう。
●消費したら買い足し、常に新しいものを確保しましょう。
●缶詰、レトルト食品は、普段から食べ比べてお気に入りの味を見つけましょう。

レトルト食品、缶詰、インスタントラーメン、パスタ類、
調味料、根菜類（常温で保存できる野菜）、フリーズドラ
イの野菜、ドライフルーツなど

食料品の一例

ボンベ1本で1.5リットルのお湯が
約10回つくれます。

あたたかい食事を調理するため
備蓄しておくとよいでしょう。

長時間の生活に必要な物品。被災直後から必要な物品。



風水害 No.１

防災気象情報などの標準的な発表の流れを知っておこう
　気象庁の防災気象情報は、平常時から災害発生の危険度が高まるにつれて、各種情報が
発表されます。常に最新の情報を入手し避難行動に生かしましょう。

　気象庁から「記録的短時間大雨情報」が発表されるほどの雨が降ると、浸水
被害や土砂災害が発生するおそれがあります。浸水想定区域や土砂災害警戒
区域など災害発生の危険性がある場所に住まいがある人は、防災気象情報を
活用して危険度が高まったら早めに避難しましょう。

　洪水に関する避難の情報は、下記の水位を目安としますが、気象状況等を総合的に判断し、
市区町村が発令します。「避難勧告」などが発令されるときは、堤防決壊や越水の危険性が
高まっていますので、すぐに避難しましょう。また、高齢者など避難に時間を必要とする人などは、
「避難準備・高齢者等避難開始」が発令されたら避難してください。

※下図は、あくまでも防災気象情報などを時系列的にわかりやすく示したもので、実際の情報の流れがこの
　とおりになるというわけではありません。

洪水に関する河川情報と避難判断の目安となる水位

大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況
となったときに、対象となる市区町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁
が共同で発表しています。この情報が出たら特に注意が必要です。

「土砂災害警戒情報」に注意しましょう

氾濫の発生（レベル 5）氾濫発生情報

堤防 氾濫危険情報氾濫危険水位 (レベル 4）

氾濫警戒情報避難判断水位 (レベル 3）

氾濫注意情報氾濫注意水位 (レベル 2）

ふだんの水位

記録的短時間大雨情報

土砂災害警戒情報 土砂災害の危険度が高まったとき

数年に一度程度しか発生しないような
短時間の大雨が観測されたとき

災害発生危険度災害発生危険度 小 大時間の流れ

土砂災害
土砂災害に関する
気象情報

土砂災害や浸水害が発生する
おそれがあると予想されるとき

数十年に一度の大雨となるおそれが
大きい場合

重大な土砂災害や浸水害が発生する
おそれがあると予想されるとき

大雨特別警報大雨警報大雨注意報

避難指示（緊急）の目安

避難勧告の目安
避難準備・高齢者
等避難開始の目安

大　雨
大雨に関する
気象情報

風
水
害
編

水害や土砂災害から
身を守りましょう

知って
おこう！

風水害
No.1



風水害 No.2

浸水などから避難するときの注意点

　住んでいる地域が川の近くなら早めに安全な場所へ避難しましょう。また、
冠水した道路を通って避難するのは大変危険です。やむを得ず避難する際は落ち
着いて行動してください。

　浸水後は自宅にとどまるケースが
ありますが、避難が遅れると危険な
状況に陥るため、浸水前の早い段階
で安全な場所へ避難しましょう。

こんな場合は早めの避難が必要

浸水の流れが速いとどうなる？

浸水深が深くなってくるとどうなる？
自宅が水没し、滞在できなくなる
確率が高くなります

自宅が倒壊・消失する
おそれがあります

●地域で声をかけ合って
早めに避難する

●避難行動は浸水前に ●動きやすい服装で、必
要最小限の荷物で避難
する

●裸足や、水が入って重
くなり、動きにくくな
る長靴は厳禁

●いざというとき、居場
所を知らせるため、ホ
イッスルなどを持ってお
く

●水は低いところへ、も
のすごい勢いで流れ集
まるので注意する

●河川や水路などに近づ
かない

●側溝や水路、マンホール、
くぼみや溝などの水の
中の障害物に注意する

●2 人以上で避難する。
流されないようロープ
で互いを結ぶ

●歩行可能な水深の目安は約
50 センチ。水の流れが速
い場合は 20 センチ程度で
も危険。危ないと判断した
場合は、無理をせず、高い
所で救助を待つ

●高齢者や身体の不
自由な人などを手
助けする

●車や自転車で避難しな
い。身体の不自由な人
を乗せて避難する場合
は浸水前に！

水害からの
安全避難のポイント

知って
おこう！

風水害
No.2



●各家庭の状況を考慮し
て地域ぐるみで早めに
避難する

●長雨や豪雨のときは、
土砂災害の発生に警戒
する

●前兆現象を知り早めに
避難する（風水害 No.4
参照）

●早く土砂災害警戒区域
や土砂災害危険箇所か
ら外に出る

●周囲の状況を確認し、
できるだけ浸水してい
ない場所を歩く

●土石流については、土
砂の流れる方向に対し
て直角にできるだけ高
い場所に避難する

●屋外への避難が困難な
場合は、少しでも命が
助かる行動として、が
けから離れた建物内の
2 階以上の部屋へ移動
する

●避難勧告・避難指示（緊
急）や大雨警報などが
解除されるまでは自宅に
戻らない

土砂災害からの
安全避難のポイント

知って
おこう！

風水害
No.3

風水害 No.3

土砂災害から避難するときの注意点

２つの警戒区域を知っておきましょう

　土砂災害は被災すると生命の危険が高いため、災害発生前に避難を終えな
ければなりません。特に、住んでいる地域が土砂災害警戒区域等や山の近く
なら早めに安全な場所へ避難しましょう。

　「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区域」とは、「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止
対策の推進に関する法律」に基づいて都道府県が指定・告示した区域のことです。土砂災害ハザード
マップでお住まいの地域をご確認ください。

風
水
害
編

土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン） 土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）
　住民の生命または身体に危害が生じるおそれがある
区域です。
　この区域では、土砂災害から生命を守るため、災害
情報の伝達や避難が早くできるように地域防災計画に
定められ、警戒避難体制の整備が図られます。

　警戒区域のうち、土砂災害が発生した場合、土石流
等の直撃を受ける危険性が高いため、早めに「レッド
ゾーン」の区域から立ち退き避難が求められる区域です。
　この区域では、開発行為の制限、建築物の構造規制
や移転勧告等が行われます。

押さえておこう！　警戒区域等に住まいがある場合
●危険な場所を点検し、防災情報を収集する。
●避難訓練に参加する。
●ハザードマップで避難場所を確認しておく。

●土砂災害警戒情報や雨量の情報に注意する。
●土砂災害警戒情報などが発表された際には早め
に避難する。



風水害 No.4

土砂災害の種類と前兆現象に注意しよう

　長雨や大雨などのときには場所によっては地盤が緩んで、土砂災害が引き
起こされる危険があります。次のような現象を確認したら早めに避難し、防災
機関に通報しましょう。

　土砂災害の多くは、大雨が原因で起こります。天気予報の降雨情報で「土砂災害警戒情報」「記録
的短時間大雨情報」という言葉が出てきたら、土砂災害が起こりやすくなります。また、「 1 時間の
雨量が 50 ～ 80 ミリ以上」「降り始めてから 200 ～ 300 ミリ以上」の降雨情報が出たら、土砂災害
に気をつけましょう。

山腹や谷川の石や土砂が一気に下
流へ押し流す現象です。

降雨情報などに注意する

土石流
斜面が突然崩れ落ちる現象です。

がけ崩れ
山地の斜面をつくる岩石や土壌
が、斜面下方へ移動する現象です。

地すべり

土砂災害から身を守るには

主な前兆現象
●川の水が濁り、流木が交ざり始める。
●土の腐ったにおいがする。
●雨が降り続いているのに水位が下がる。
●山鳴りや異様な音がする。

●池の水が濁ったり、減ったりする。
●風もないのに山の樹木がザワザワと騒ぐ。
●湧き水が増える。
●地面にひび割れや段差ができる。

●がけから小石が落ちてくる。
●がけに割れ目が見える。
●がけから水が湧き出る。
●木の根が切れる音がする。

〈要注意〉前兆現象なしに土砂災害が発生する事例もあります！



1～2分1～2分

3分3分

5分5分

5～10分5～10分

10分～数時間10分～数時間

～3日くらい～3日くらい

●ラジオなどで情報を確認
●電話はなるべく使わない
●家屋倒壊などの恐れがあれば避難し、
　被害がなければ自宅へ戻る

●落ち着いて、自分の身を守る　●火の始末はすばやく
●ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する

●生活必需品は備蓄でまかなう　●災害情報、被害情報の収集
●壊れた家には入らないこと　　●引き続き余震に警戒する

●火元を確認、出火していたら初期消火
●家族の安全を確認
●靴をはき、割れたガラス片等に注意し、いったん屋外に避難する
●非常持出品を手近に用意する

●消火・救出活動
となり近所で協力して消火や救出を

●子どもを迎えに
自宅を離れるときには、行き先を書いて！

●となり近所の安全を確認
特に一人暮らし高齢者などがいる世帯には積極的に声をかけ、安否を確認する

●余震に注意

●さらに出火防止を！
ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを切る

地震発生

津波、山・がけ崩れの危険が
予想される地域はすぐ避難

地震 No.１

　強い揺れ（震度 5 弱以上）が始まる数秒から
数十秒前に、エリアメール、テレビやラジオなど
で「もうじき揺れること」を知らせてくれます。
　ただし、震源に近い地域では、強い揺れに間
に合わないことがあります。

　大きな地震が発生したら、冷静に対応するのは難しいも
の。しかし、一瞬の判断が生死を分けることもあります。
地震が起きても「あわてず、落ち着いて」行動するために、
以下の行動パターンを覚えておきましょう。

緊急地震速報　

●自主防災会等を中心に行動を
●集団生活のルールを守る
●助け合いの心を忘れずに
●要配慮者に心づかいを

避難生活では

地震が起きたら
どうする？

知って
おこう！

地震
No.1

地
震
編



地震・津波のレベルとは・・・

地震 No.2

発生頻度が高く（駿河湾・南海トラフでは100年～150年に１回）発生す
れば大きな被害をもたらす地震・津波。

発生頻度は極めて低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能
性を考慮した最大クラスの地震・津波。

河津町第4次地震被害想定
　静岡県では、東日本大震災の教訓を生かし、今後の防災対策の基礎資料と
して活用するため、12 年ぶりに被害想定を見直し、2 つのレベルを想定した
「第 4 次地震被害想定」を策定しました。

第4次地震被害想定（平成25年発表）

震度６弱から震度５弱の地震が発生

強弱を繰り返しながら強く
大きな揺れが３～４分間継続する可能性が高い

４ｍ

１７分 ３分

約９０棟

約３００棟

約１０人

約０人

約２０人

１３ｍ

約５００棟

約６００棟

約９００人

約２０人

約７０人

６ｍ

約7０棟

約２００棟

約２０人

約０人

約１０人

１０ｍ

約１００棟

約３００棟

約４０人

約１０人

約２０人

南海トラフ地震

レベル１ レベル2

レベル１（L1）

レベル２（L2）

レベル１ レベル2

想 定 震 度

振動継続時間

最大の津波の高さ

最短到達時間
（50ｃｍの津波が到達する時間）

全壊・焼失

半　壊

死　者

重 傷 者

地
　
震
　
動

河津町の被害 ※１

建
物
被
害

人
的
被
害

相模トラフ地震

軽 傷 者

人
的
被
害

津
　
波
※2

※１　被害が最大となるケースを記載しています。
※２　平成27年1月に静岡県が想定した情報を記載。



地震 No.3

　日本列島がのっている陸側のプレートに、海側のプレートが毎年数センチもぐり込んでいます。
そのときに陸側のプレートが引きずり込まれ、プレート同士の境目にひずみが蓄積されます。
それが限界に達したときに、もとに戻ろうと急激に動き地震が発生します。平成23 年3月11
日の東日本大震災は、プレートの境界域における海溝型地震でした。

海溝型の地震

　陸側のプレートに蓄積されたひずみのエネルギーがプレートの内部で破壊を引き起こし、
断層ができて地震が発生します。この断層（活断層）に大きな力が加わると、再び破壊され
て地震が発生します。平成 7 年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）は、活断層によって
起きた内陸型地震でした。

活断層による地震

地震発生のしくみ

地震の揺れと被害想定 （気象庁震度階級表より抜粋）

陸側の
プレート
陸側の
プレート

海側の
プレート
海側の海側の
プレートプレート

海

トラフ（海こう）

ひずみの
蓄積
ひずみの
蓄積 海 ひずみが

戻ることで
地震が発生

ひずみが
戻ることで
地震が発生

津波の発生

海側のプレートが少しずつ陸側のプ
レートの下にもぐり込む。

陸側のプレートの先端部が引き込ま
れることでひずみが蓄積する。

ひずみが限界に達した陸側のプレート
が跳ね上がり、 地震や津波が発生する。

1 2 3

　地震のエネルギーの大きさをマグニチュード、各地域での地震の揺れの大きさを震
度といいます。東日本大震災では地震の規模を示すマグニチュードは 9.0 を記録しま
した。この地震により、宮城県栗原市で震度 7 を観測。宮城、福島、茨城、岩手の
4県を中心に、東北から関東にかけた広範囲で震度6弱以上の揺れに見舞われました。

「マグニチュード」と「震度」の違い

震度

00 人は揺れを感じない。
震度

11
屋内で静かにしている
人の中には、揺れをわず
かに感じる人がいる。

震度

44
電灯などのつり下
げものは大きく揺
れ、置物が倒れる。

震度

55
大半の人が恐怖を
覚え、物につかま
りたいと感じる。

震度

55 物につかまらないと
歩くことが難しい。

震度

66
壁のタイルや窓ガ
ラスが壊れ、ドアが
開かなくなることが
ある。

震度

66
固定していない家
具のほとんどが移
動し、倒れるもの
が多くなる。

震度

77
耐震性の低い木造
建物は、傾くものや、
倒れるものがさら
強に多くなる。

震度

22
屋内で静かにしている
人の多くが、揺れを感
じる。

震度

33 屋内にいる人のほとん
どが揺れを感じる。

弱 強

弱 強

地震の基礎知識 知って
おこう！

地震
No.3

地
震
編



地震 No.4

　家の中には地震のときに危険となるものがたくさんあります。室内の家具が倒れ、いざ避難し
ようとしたときに家具が出入り口をふさぐようなこともあり、日ごろから家具を固定するなどの
安全対策が必要です。できることから実践し、たえず見直しながら安全を高めていきましょう。

■阪神・淡路大震災でけがをした人の原因

家の中の安全対策ポイント

　建物が無事でも家具が転倒す
ると、その下敷きになってけが
をしたり、室内が散乱することに
より逃げ遅れてしまう場合があり
ます。家庭での被害を防ぎ、安
全な逃げ道を確保するためにも、
家具の転倒・落下防止対策を実
践しておきましょう。

家具が転倒するとどうなるの？

家具の転倒

棚等の上からの落下物
15.8％

16.4％

48.5％落下したガラス  10.5％
8.8％

逃げようとした
とき転倒

その他
（神戸市消防局調査より）

家具のない安全なスペースを確保する
出入り口や通路にはものを置かない

部屋が複数ある場合
は人の出入りが少な
い部屋に家具をまと
めて置く。また、玄
関などの出入り口や
そこに至る通路には
倒れやすいものを置
かない。

寝室や子ども・高齢者・障がい者が
いる部屋には、倒れそうな家具を置かない
　就寝中に地震が発
生した場合、子ども
や高齢者、障がい者
などは倒れた家具が
妨げとなって逃げ遅れ
る恐れが高いので注
意する。どうしても置
かざるを得ないときに
は食器棚や家具、テ
レビなどは固定する。

家具の転倒や落下を防止する対策を講じる

　家具と壁や柱の間
に遊びがあると倒れ
やすくて危険。また、
家具の上に落ちやす
いものを置かない。

家具・家電固定器具の一例とその効果　
小 大

大きな揺れに備えて
わが家の安全対策

やって
みよう！

地震
No.4

使用
条件

単
独
使
用

組
合
せ
使
用

器具の効果

ストッパー式

マット式

ポール式 L型金具
（スライド式）

ベルト式

チェーン式

L型金具
（上向き取付け）

ポール式
＋

マット式
ポール式
＋

ストッパー式

プレート式

L型金具
（下向き取付け）

家具、壁面や器具に十分な強度が必要

家具と天井に十分な強度が必要



津波 No.1

津波に関する警報・注意報

　東日本大震災の津波は東北地方から関東地方の太平洋沿岸に甚大な被害をも
たらしました。津波から身を守るには、唯一「逃げる」しかありません。揺れを感じ
なくても津波注意報や警報が発表されたらとにかく高い場所に避難してください。

　大津波警報（特別警報）・津波警報・注意報は、東日本大震災の教訓を踏まえて、マグニチュード 8
を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して発表します。最初の津波
警報では、予想される津波の高さを数値で示さず、「巨大」「高い」という言葉で発表して避難を促す
ことに重点を置きます。津波の予想高は津波情報により公表します。

津
波
編

警報・注意報
の分類 数値での発表

（発表基準）
巨大地震の場合
の表現

想定される被害
高さの区分

20cm～1m

1m～3m

3m～5m

5m～10m

10m～

1m

3m

5m

10m

10m超

（なし）

高い

巨大

●海の中では人は速い流れに巻き込まれる。

●標高の低いところでは津波が襲い、
　浸水被害が発生する。
●人は津波による流れに巻き込まれる。

●木造家屋が全壊・流出し、人は津波による
　流れに巻き込まれる。

予想される津波の高さ

浸水深

平常潮位
（津波のない場合の潮位）

陸地

遡上高
津波の高さ

注：「津波の高さ」とは、平常の海面から、
津波によって高くなった高さのこと

そじょう

津波注意報

津波警報

大津波警報
（特別警報）

津波の危険から
身を守りましょう

知って
おこう！

津波
No.１



小さな揺れでも
油断禁物！

　小さな揺れでも大津波の
おそれがあるので気をつけ
ましょう。

11 満潮時は要注意！

　満潮時は水位が高くなり、
津波がより高くなるので被害
が大きくなります。

66

より遠く、より高い
場所へ避難する！

　海岸で揺れを感じたら「よ
り遠く」「より高い」場所へ
避難しましょう。

22 正しい情報を
すぐ入手する！

　防災行政無線やテレビ・
ラジオなどで正しい情報をす
みやかに入手しましょう。

77

津波の速さは
想像以上！

　早いときには、揺れから
数分で津波が押し寄せます。
揺れを感じたら、直ちに避難
しましょう。

33 河川に近づかない！

　津波は川をさかのぼります
ので、河川には近づかない
ようにしましょう。

88

津波はくり返し
押し寄せる！

　津波は 2 波、3 波と何度
も襲ってきます。第 1 波よ
り 2 波目、3 波目に大津波
がくることもあります。

44 海岸に近づかない！

　注意報・警報が解除され
るまでは、絶対に海岸に近
づかないようにしましょう。

99

津波の前に潮が
引くとは限らない！

　地震の起こり方や海岸の形
によっては、津波の前に「引
き潮」が起こらない場合もあ
るので注意しましょう。

55 家族に
行く先を伝える！

　海に遊びや釣りに行くとき
には、家族に行く先を伝えて
おきましょう。

1010

津波 No.2

　「地震があったら、家族のことさえ気にせず、てんでんばらばらに、
自分の命を守るために一人ですぐに避難せよ。一家全滅、共倒れになる
ことを防げ」という教えです。津波に苦しめられてきた三陸地方に残る
津波被害から子孫を残すための知恵です。「津波てんでんこ」は、家族
それぞれが避難していることを信じあえていれば、いざというとき、一人
ひとりが避難することに専念できるという意味で、「家族の絆」なくして
「津波てんでんこ」は成り立ちません。

「津波てんでんこ」とは？防 災 コ ラ ム防 災 コ ラ ム

津波の心得10か条



　災害時に、要配慮者の安否確認や避難誘導をするためには、日ごろから地域の人たちと要配慮者
が交流し、協力して支援体制をつくることが必要です。お互いの交流を深めるために必要なことを知っ
ておきましょう。

●地域には、災害時に配慮が必要
な方がお住まいです。本人の意
思やプライバシーに配慮しなが
ら、自治会や自主防災組織、消
防団で要配慮者に対して、隣近
所の範 囲
でどのよう
な助け 合
いができる
か を 話し
合っておき
ましょう。

●災害が起きたときの安否確認や
避難支援などの役割分担を決め
ておきましょう。

●災害が起きたときに誰が対応で
きるかわからないため、複数の
人が手助けできる体制をつくっ
ておきましょう。

●自治会や自主防災組織などが、
災害時の要配慮者の防災対策に
取り組んでいることを、地域の
人や高齢者や障がいのある人に
知らせておきましょう。

●災害が起きたときに、支援者側
も冷静な対応ができるよう、定
期的に防災訓練を実施すること
が大切です。

災害時要配慮者ってどんな人

災害時要配慮者に
やさしいまちづくりを
　高齢者や障がいがある方などいわゆる要配慮者は、大規模な災害が発生した
ときに被害を受けやすく、地域の皆さまの支援が必要となります。こうした要
配慮者を災害から守るために、地域で協力し合いながら支援していきましょう。

地域の皆さんに期待されること

要配慮者自身で備えておくこと

１ 危険を察知できない（しにくい）人

１ 要配慮者の把握（共有） 2 支援方法の確認 3 防災訓練への参加

●日ごろから隣近所や地域の人と
あいさつを交わしたり、地域活
動にも参加するなどし、地域の
人と交流を深めましょう。

●自治会や自主防災組織の方に、
自身の状況を尋ねられた場合は、
どのような不安があるかなどを
きちんと伝えるようにしましょう。

●誰とどこへどのように避難する
かなど、事前に家族で確認し避
難の計画をたてておくことが重
要です。

●自身の状況に応じて必要となる
持出品を準備しておきましょう。

●かかりつけの医療機関の連絡先
なども併せて確認しておきま
しょう。

●防災訓練にも積極的に参加し、
避難所や避難の方法について確
認しておきましょう。

●災害時にどのような支援が必要
となるのかを、訓練を通して自
ら確認し、地域の人にも理解し
てもらいましょう。

１ 状況を知らせる 2 避難計画の作成 3 防災訓練への参加

2 危険であることを理解・判断できない（しにくい）人
3 危険に対して適切な行動がとれない（時間がかかる）人

●要配慮者と一緒に避難経路や避
難所が確認でき、また避難時の
要配慮者のニーズを知ることが
できます。
お互いに声
をかけ合っ
て参加しま
しょう。

日ごろからできる災害への備え



●複数の人で対応する。
●緊急のときはおぶって
避難する。

●つえを持つ手と反対側の
ひじのあたりに軽く触れ
るか、腕や肩をかして半
歩くらい前をゆっくり進む。

●階段では 2 人以上
で援助する。上りは
前向き、下りは後ろ
向きで移動する。

●簡潔でわかりやすい言葉を使う。
●耳の聞こえにくい人や高齢者、外国
人に対しては、大きな声で、ゆっくり、
はっきりと話す。
●口頭で伝えるだけでなく、メモなど
の文書でも伝える。
●文字による伝
達は、大きな
文字で、ひら
がなを多く使う。

●救援者が 1 人の場
合はおぶいひもなど
を利用し、おぶって
避難する。

●どのような手助けが必要か、まず聞いてみる。
●乳幼児を連れた人や妊産婦を見かけたら付き添うよう心がける。

●階段などの障害物を説明
しながら進む。

●口を大きく動かし、はっ
きりと話す。
●身ぶりや筆談などで正確
な情報を伝える。

●身ぶり手ぶりで話しかけ、
孤立させないようにする。

要配慮者の支援を行う際は

情報伝達のポイント

高齢者や傷病者

耳が不自由な人

車いすを利用している人

外国人

妊産婦・小さな子ども
のいる人

目の不自由な人

要配慮者の状態に合わせた支援

1 自身の安全が確保
されていることが前
提です。まずは、自
身や家族の安全を
図ったうえで、無理
のない範囲で支援
を行いましょう。

2 要配慮者を安心させ
るため、声をかけて
災害の状況を的確
に伝えましょう。

3 非常時だからこそ、
不安な状況におか
れている人の気持ち
を思い、温かい気
持ちで接しましょう。

要配慮者を支援するときの心得

１ 相手を尊重する
援助だからといって、何でも押
し付けをせず、相手の立場を
尊重しましょう。

2 コミュニケーションを
とる

相手の希望にそうことができる
ように、密なコミュニケーショ
ンをとることを心がけましょう。

5 できない支援や無理な
約束はしない

無理な約束などをしないように
しましょう。事故などにつなが
ります。

3 笑顔で接する
笑顔は安心につながり、不安
な気持ちを取り除きます。

4 プライバシーを守る
相手の立場を尊重し、要配慮
者の秘密は絶対に守りましょう。

6 医療行為はしない
骨折の手当てや止血、要配慮者
からの指示に従って援助する服
薬を除き、薬を飲ませるなどの
医療行為はしないように。医師
などの専門家に相談しましょう。



　消防団は「自分たちの地域を災害か
ら守る」という強い気持ちを持った方々
で結成する、地域に深く根ざした組織
です。
　大規模な災害が発生した場合に、どうすれば地域の被害を軽減で
きるのかについて、地域の集会や自主防災訓練などの際に消防団と
話し合い、顔の見える関係を築きましょう。

　防災士とは高い防災意識と知識・
技能を修得していることを日本防
災士機構が認証した人です。
　地域の防災力向上を目指し、自
主防災組織等のリーダー的存在と
して防災意識の啓発や防災訓練等
のさまざまな場で活動しています。

消防団とつくる地域防災 防災士とは

　大災害が発生したとき、交通網の寸断などにより、防災機関が十分に対応で
きないおそれがあります。そんなときに頼りになるのが「地域ぐるみの協力体制」
です。日ごろから地域の防災活動に参加することが、自分の家族や家を守るこ
とにつながります。

地域ぐるみで
支え合いましょう

自主防災活動に参加しましょう

平常時の活動

災害時の活動

防災知識の普及・啓発
防災訓練や講習会を通じて、正し
い防災知識を住民に伝える。

防災訓練
いざというときのために、地域一
丸となって訓練を重ねる。

情報の収集・伝達
公的機関と連絡を取り合い、情報
を住民に伝える。

医療救護
負傷者の応急手当を行い、救護
所へ移送する。

避難誘導
住民を避難所などの安全な場所
に誘導する。

初期消火活動
出火防止や初期消火活動を行う。

避難所の管理・運営
避難所で給食・給水活動などをする。

防災資機材の整備・点検
地域の実情に応じて、消火用具や
避難･救出のための防災資機材を
準備する。

地域の見回り・点検
地域内の危険箇所や防災上の問
題点を洗い出し、防災マップや避
難経路を見直す。

救出・救護
負傷者や倒壊した家屋などの下敷
きになった人たちの救出・救護を
行う。

　自主防災組織の活動でま
ず重要なのは、防災上の知識、
活動の必要性や重要性を一人
ひとりに
理解して
もらうこ
とです。

　自主防災組織は、非常時
の応急活動の目標として、主
に次のような活動を想定して
いるケースが多く見られます。



名前（ふりがな）

住所　〒

生年月日  　        　　　　     性別　　 血液型　  型Rh  + / －

電話番号         　　　　　　　電話番号

第１緊急連絡先（氏名・関係）      第2緊急連絡先（氏名・関係）

アレルギー・持病　　　　　　服用している薬

（自宅） （携帯）

避難カード記入例

避難カードを作りましょう

　災害はいつ、どのような形で起こるか分かりません。そのような災害から
自分たちの身を守るためには、日ごろからの災害に対する意識と備えがとても
大切です。
　「避難カード」は、緊急時に必要な自分自身の情報（名前や住所など）、
家族で決めた避難先などを記入し、家族で情報を共有するものです。
　災害の際、家族と連絡がつかないことは不安を大きくします。万一に備え
必要な情報をしっかりと共有し、常に携帯するのが「避難カード」です。いざ
というときは、カードを確認して避難しましょう。

「避難カード」とは

河川氾濫、土砂災害、地震の場合とそれぞ
れ書く欄があります。
災害ごとに避難する場所は異なりますので、
どこへ逃げるか話し合って、記入しましょう！
自主避難の合図は、あくまで目安です。町
からの避難情報などが間に合わないケースも
あります。その際には、身の危険を感じたら
安全な場所にいる家族や知人の家、避難先
などへ自主的に避難しましょう！

緊急時に必要な情報（名前や血液型、自宅
の電話番号、持病、服用している薬など）を
記入し、携帯することで、救援活動や安否
確認などに役立ててもらうことを目的とし
て作成しましょう！

避難先への移動が危険な場合もあるので、
その際の避難先も記入しておきましょう！

避難カード
災　害

河川氾濫

土砂災害

地　震

避難先

※ へ退避

自主避難の合図

への移動が
危険な場合 〇〇〇〇〇

氾濫警戒情報

土砂災害警戒情報

震度６弱以上

表

裏

河津太郎

男 A

静岡県賀茂郡河津町〇〇ー△△

か わ  づ  た  ろ う

415-05××

1958年9月1日

０５５８×ー××ー×××

０５５８×ー××ー×××（河津花子・姉）
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